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青森県総合学校教育センター　研究論文   [2025.3] 

Ｆ８―０１ａ 

 

中学校　生活指導・生徒指導 

中学校における不登校の予防的支援に関する研究 

－学校風土の可視化に対応した授業改善を通して－ 

 

                                  　　　　　　　　　教育相談課　　研究員　　大　高    将　紀 

                                                                                 　

要　　　　旨 

 

　　　　本研究では，中学生を対象により良い学校風土構築プログラムを作成し，実践することを通し 

　　　て，安心できる学校風土を醸成することが，不登校の予防的支援に有効であることを検証した。 

　　　　その結果，日本学校風土尺度と不登校傾向尺度において特定の質問項目で有意な変化が見られ 

　　　た他，両尺度全体に有意な負の相関関係も示された。以上のことから，不登校の予防的支援にお 

　　　いて，本プログラムが一定の効果があったことが示された。 

　　　　キーワード：中学校　不登校　予防的支援　学校風土　発達支持的生徒指導　COCOLOプラン 

 

Ⅰ　主題設定の理由 

 

　「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」（文部科学省，2023）によると，令

和４年度の中学生における不登校生徒数は全国で 193,936人，そのうち青森県は 1,638人となり，全国，青

森県ともに１０年連続で過去最多となった。同調査によると, 青森県内小学校の不登校児童数は６１１人, 

高等学校の不登校生徒数は４０７人であった。全ての校種において前年度より増加しており，その対策は全

国，青森県ともに喫緊の教育課題であると言える。筆者が今まで不登校生徒や保護者と関わってきた経験を

振り返ると，学年スタッフや養護教諭，スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカーらと連携して

対策を講ずることが多かった。一方で，不登校生徒数の増加に伴い，対応の際に生じる教師の多忙感・疲労

感を感じており，生徒・保護者・教職員にとって，さらに望ましい対応について研究したいと考えた。 

　さらに，生徒指導提要（文部科学省，2022）では，特別な指導・援助を必要としている児童生徒を対象に，

校内の教職員だけではなく，関係機関との連携・協働による困難課題対応的生徒指導の必要性について述べ

ている。同時に，児童生徒のよさや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支える，発達支持的生徒指導

を充実させることの重要性についても述べており，その在り方を改善していくことが，生徒指導上の諸課題

の未然防止につながるとしている。このことから，常態的・先行的（プロアクティブ）な生徒指導の充実が

一層必要になっていることがうかがえる。 

　前出の調査では，不登校の主たる要因として，小学校，中学校ともに「無気力・不安（小学校50.9％，中

学校52.2％）」が最も割合が高い。しかし，実際に不登校を経験した者を対象にした「不登校児童生徒の実

態把握に関する調査報告書」（文部科学省，2021）では，回答の多かった順に，身体の不調（32.6％），勉

強が分からない（27.6％），先生のこと（27.5％) ，友だちのこと（25.6％) となっている。このことから

も，不登校の背景には複雑化した事情や複合的な要因があることが分かる。 

　「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する基本指針」（文部科学省， 

2017）の中で，「不登校は、取り巻く環境によっては、どの児童生徒にも起こり得るものとして捉え、不登

校というだけで問題行動であると受け取られないよう配慮し、児童生徒の最善の利益を最優先に支援を行う

ことが重要である」とされている。また，「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」（文部科

学省，2019）では，児童生徒にとっては，不登校の時期が自分を見つめ直すなどの積極的な意味をもつこと

があることにも触れている。一方で，同通知では，進路選択上の不利益や社会的自立へのリスクにも言及し

ており，学校の役割として，不登校になってからの事後的な取組に先立ち，魅力ある学校づくりの重要性を

指摘している。 

　その上で，生徒指導提要では，児童生徒の自己指導能力の獲得を支える生徒指導の実践上の視点を示して

いる。このうち，魅力ある学校づくり推進のために「安全・安心な風土の醸成」に筆者は着目した。「誰一

人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLOプラン）」（文部科学省，2023）には，「学校生
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活への安心感等の学校の風土や雰囲気を把握し、学校運営を改善します」と示されている。このように学校

風土の「見える化」を通して，誰にとっても分かりやすく，汎用性のある生徒指導が展開されることを期待

し，本研究を進めていきたい。 

　学校風土に関する研究は，世界的に行われているものである。全米学校風土協議会では，学校風土につい

て，「学校での生活経験の様式に基づき、規範、目標、価値、人間関係、教授・学習とリーダーシップの実

践、組織構造を反映する」ものとしている（National School Climate Center，2007) 。文部科学省委託事

業，子どもみんなプロジェクトにおいて，和久田らは，これを日本の学校現場に当てはめて考察する必要性

を説き，西村ら（2020）は，同プロジェクトの中で日本学校風土尺度を開発し，公開している。 

　以上のことから，中学校における不登校の予防的支援として，学校風土の可視化を通して現状を的確にア

セスメントすることと，そこから得られた学校や生徒の特色等を生かした，より良い学校風土の構築が有効

であると考える。特に，学校生活において，生徒が最も長く時間を費やす授業にアプローチすることが，魅

力ある学校づくりにつながっていくと考えた。生徒が安心して学習できる環境を整え，個性の伸長や発達を

支える生徒指導を展開することで，学習面での不安や，教師や友人との関係性などの不安など，学校に起因

する不登校生徒の減少につながると考え，主題を設定した。 

 　 

Ⅱ　研究目的 

 

　中学生を対象に，より良い学校風土構築プログラムを作成し，実践することで，安心できる学校風土を醸

成することが，不登校の予防的支援に有効であることを明らかにする。 

   

Ⅲ　研究の実際とその考察 

 

１　研究の全体構想                                       

　　本研究の全体構想図を図１で示す。本研究では，日本学校風

　土尺度（Nishimura et al., 2020）で測定できるものを学校風

　土と捉えることとする。その上で，表１で示すような，①安全，

　②教えと学び（学習），③関係性，④環境の４観点に分けて分

　析することにする。 

  　学校では，不登校でなくとも，別室登校や部分登校などをし

　ている生徒，保健室利用が多い生徒，登校はしているものの，

　内面では登校忌避感情を抱えている生徒など，様々な生徒が共

　に生活している。そのため，欠席日数の増減のみで不登校に対 

　する予防的支援が行われたかについて測ることは困難である。

　そこで，全ての生徒に内在している「不登校傾向心理」に着目 

　することとした。先行研究には，五十嵐・萩原（2009）による，

　不登校傾向を測定するものや，和久田（2023）による，学校風

　土と欠席日数等の関連に着目したものはあった。しかし，全て

　の生徒を対象に，その内面にある不登校傾向心理と学校風土と

　の関連に着目した研究は見受けられなかった。 

  　本研究では，始めに日本学校風土尺度を用いて事前調査を行

　い，現状の分析をする。そこで得られた学校や生徒の特色等を

　生かしながら，全ての生徒に対して，学校風土の醸成につなが 

　る授業を実施する。本プログラムの作成と実践を通して生徒が 

　学校風土を肯定的に捉えるようになることで，生徒自身の内面 

　にある不登校傾向心理が低減し，結果として不登校の予防的支援に有効であることを明らかにする。 

 

２　学校風土について 

(1) 学校風土に関する先行研究について 

森田（1991）は，「学校に行くのが嫌になる」という，登校を回避する感情を示す生徒は，実際には登

　校している生徒の中に一定数存在し，「潜在的な不登校への可能性をもった層」として考える必要がある
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　ことを示唆している。 

 　 また，五十嵐・萩原（2009）は，中学生を対象に不登校傾向の尺度や因子構造を追求し，そのうち「精

　神・身体症状を伴うもの」の低減には，学級適応感を向上させる援助が有効であることを述べている。 

  　さらに，和久田（2023）は，学校風土と欠席日数等に着目し，学校風土の差によって，学校全体の欠席 

　日数や早退日数に有意な影響があることを示している。 

  　これら先行研究から，登校忌避感情が増大する前のアプローチと，学校風土を向上させることの有効性 

　が示されているといえる。 

(2) 日本学校風土尺度を活用した先行事例について 

　　「子どもみんなプロジェクト　事業成果報告書」（文部科学省委託事業，2023）の中で，各学校でテー

　マを決め，学校風土の向上に取り組んでいる静岡県内の市立中学校２事例が報告されている。また，東京

　都内の市立中学校において，市教育委員会の研究奨励校の指定を受け，３年間の授業実践を行った１事例

　が報告されている。 

　ア　静岡県磐田市にあるＡ中学校の取組について 

  　　Ａ中学校では，日本学校風土尺度で計測した領域のうち，「こころの教育」と「子ども同士の関係性」

　　をターゲットに取組を実施した。話合いの方法を全校で整え，学習におけるスキルを共有することによ

　  り，授業参加と子ども同士の関係性を促進することをねらいとした。その結果，１年目と２年目の結果

    を比較したところ，ほとんどの項目で数値の上昇が見られた。 

  イ　静岡県浜松市にあるＢ中学校の取組について 

 　　 Ｂ中学校では，特定の学年の学校風土に問題があったことから，その学年を中心に，「関係性」の向

　　上と，「こころの教育」の充実をテーマにした学校行事等を設定した。具体的には，生徒主導の行事を

　　設定したり，感情コントロールの方法に関する学習を全学級で行ったりした。その結果，「環境」以外

　　の項目で数値の上昇が見られた。 

  ウ　東京都にあるＣ中学校の取組について 

　　　Ｃ中学校では，日本学校風土尺度を使用して，学校風土の調査・分析を行うことができる，「学校風

　　土調査」を用いた取組を行った。学校風土調査の実施と，脳の特性に配慮した授業づくりを重点項目に

　　挙げ，３年間の授業研究を行った結果，１年目と３年目を比較すると，学校風土調査の４観点全てにお

　　いて数値が上昇し，不登校生徒数も減少する結果となった。 

 

３　より良い学校風土構築プログラムの作成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  　同プログラムを作成する際に工夫した点は，以下の５点である。 

(1) プログラムの構成 

    プログラムを，「土台パート」と「積み上げパート」の二つに分けて構成した（図２）。「土台パート」

　では，日本学校風土尺度の観点のうち，「関係性」を高める内容を多く配置した。年度初めで新しい集団

　への緊張が予想されることから，初期に自己開示の方法や多様性を認める教育を扱うことにした。グルー

　プワークトレーニング（ＧＷＴ）や構成的グループエンカウンター（ＳＧＥ）などを取り入れながら，良

　好な人間関係づくりを通して，安全・安心な風土の醸成をねらっている。その後の，「積み上げパート」

　では，同尺度の「教えと学び」観点に関わる内容を多く配置し，土台パートで培った良好な関係性と，安

　全・安心な風土を生かしながら，より具体的な学習内容に迫っていく。同時に，土台パートを補強すべく，
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　学年朝会を活用してショートプログラムを全７回実施した。 

(2) 生徒指導の実践上の視点を重視した授業構成                 

  　本研究では，「積み上げパート」において，生徒指導の実践上の視

　点を重視した授業を展開する。特に，①生徒が学習の必要性を感じる

　ような導入の設定，②学習課題・振り返りの視点・授業の流れの明示，

　③協働的な学習場面の設定，④言語活動を充実させたまとめの場の設

　定，⑤学習内容と自身の成長を振り返る場面の設定，の五つについて，

　全授業において確実に実施できるようにした（図３）。中馬・霜川 

　（2015）は，生徒指導の３機能を生かした授業づくりが，不登校や問

　題行動等の未然防止につながることを示唆している。 

(3) ＩＣＴの効果的活用 

　　資料提示や意見交流などの場面において，ＩＣＴを適宜活用した。 

　保本・増田（2021）は，中学校において，ＩＣＴの効果的な活用が協

　働的探求学習に効果的なことと，グループ内メンバーの良好な関係構

　築に繋がる可能性があることを示唆している。これを受けて，研究協 

　力校で使用しているロイロノート（株式会社 LoiLo）を活用すること 

　とした。情報の共有や自分の意見を可視化させることの他，デジタル 

　付箋を使ったコメントの投稿や動画の視聴など，教室にいない生徒に 

　対して，個別のニーズに応じた授業参加の方法を示すことで，全ての 

　生徒に対して，本プログラムを確実に実施できるようにした。 

(4) 研究員通信の発行 

　　プログラムの実施状況を保護者に周知すべく，研究員通信を発行し 

　た。その一例を図４に示す。日本学校風土尺度の「環境」観点の下位 

　項目である，「地域・保護者」の向上をねらいとした。学習内容や生 

　徒の感想，次時の予告などを記載し，研究協力校の校長と教頭に内容 

　を確認していただいた上で，全１２回発行した。また，同通信は，研

　究協力校の教職員に毎回配付した。　 

(5) 教職員への情報提供 

  　研究協力校の教職員に向けて，オンライン掲示板であるパドレット（Wallwisher, Inc.）を用いて，プ

　ログラムに関する情報提供を行った。特に，各授業のねらいと生徒指導の実践上の視点に関わる重点事項

　等について記載したものを筆者が作成し，ＪＮＳシートと名付けてパドレットに掲載した（図５）。パス

　ワードを設定し，研究協力校の教職員のみ閲覧とダウンロードができる状態にして，情報提供の他，適宜

　活用してもらうことをねらいとした。 

         

４　検証方法と事前調査の結果について 

(1) 日本学校風土尺度 

  ア　尺度の概要 

　　　「子どもみんなプロジェクト」の中で作成されたもので，いじめや不登校などの生徒指導上の問題に 

　　ついて，予防的な観点から取り組む中で必要な，我が国の学校風土を正しく測るための尺度である。１ 

　　因子３２項目の５件法からなる尺度であり，対象は小学校４年生から中学校３年生である。 

  イ　事前調査の結果 

　　　５件法で回答を求めた同調査において，尺度全体の平均が4.15という結果であった。個別の質問項目 

　　で見ると，「この学校の先生は、だめなことはだめとはっきり教えてくれる（4.61）」，「クラスみん 

　　なで協力して何かをやりとげ、うれしかったことがある（4.55）」などといった，「関係性」に関わる 

　　項目で特に高い数値を示した。一方で，「この学校では、イライラしても、上手に気分転換したりスト 

　　レス解消したりする方法を学んでいる（3.55）」が最も低い数値を示した。 

(2) 不登校傾向尺度 

ア　尺度の概要        

　　五十嵐・萩原（2004）によって作成された，不登校の前駆的状態である不登校傾向を測定するために 

　開発された尺度である。対象は中学生である。「別室登校を希望する不登校傾向」「遊び・非行に関連



- 5 -

　　する不登校傾向」「精神・身体症状を伴う不登校傾向」「在宅を希望する不登校傾向」の４因子１３項

　　目の４件法からなる。 

イ　事前調査の結果 

　　４件法で回答を求めた同調査において，尺度全体の平均が2.07という結果であった。個別の質問項目

　　で観ると，「学校に行ってしまえば楽しいが、それまでは行きたくないと思っている（2.76）」，「学

　　校に行かず、家で友だちと遊んでいたい（2.58）」が高い数値を示した。一方で，「学校に行っても、

　　保健室や相談室で過ごしたい（1.54）」，「学校では、授業より保健室の先生などと話したい（1.55）」

　　といった，「在宅を希望する不登校傾向」に関わる項目で低い数値を示した。 

(3) 生徒への事後アンケート 

　　プログラム実施後（７月）に，プログラムを通した生徒自身の気付きや成長を実感したこと，今後の生

　活に生かせそうなこと等について，自由記述でのアンケートを実施した。 

(4) 教師への事後アンケート 

    プログラム実施後（７月）に，生徒の変容について尋ねるべく，全職員を対象に自由記述でのアンケー

　トを実施した。 

５　検証授業について 

(1) 対象者 

　　研究協力校Ａ校（以下，「Ａ校」とする。）の中学校２年生７７名（３クラス）を対象とした。 

(2) 実施期間 

　　2024年４月中旬から７月上旬にかけて検証プログラムを実施した。検証授業に先立って，日本学校風土

　尺度と不登校傾向尺度の事前調査を行った。さらに，全プログラム終了後に事後調査を行った。調査方法

　としては，無記名での回答（検証用として整理番号の記入は求めた）とし，Googleフォーム（Google LLC）

　での回答を求めた。機器を介しての回答に不安を感じている生徒の不安軽減のため，紙媒体での提出を選

　択できるようにした。対象者のうち，事前調査，事後調査ともに紙媒体で回答した者は３名であった。 

(3) 検証授業の実際 

　　プログラムの主な活動と生徒の感想，学校風土との関連項目を以下に記載する。なお，本プログラムの 

　学習活動を，Ａ校の校名を冠して「Ａプロ」という呼称で実施した。 

【土台パート】 

  ア　第１回　オリエンテーション（学級活動　学校風土との関連項目：関係性） 

　    体育館で学年学活として実施した。 

　　(ｱ) プログラムの目的や概要の説明 

      　プログラムの目的や概要を知ることで，生徒が見通しを持って活動できるようにすることをねらい

　　　とした。安心して授業や学校生活を送ることができる学校風土を築いていくためのプログラムである

　　　という説明とともに，これから中堅学年として，継続・発展してより良い学校風土を醸成してほしい

　　　という期待について伝えた。 

　　(ｲ) ＧＷＴ「自己紹介をしよう」　　 

      　事前調査の結果から，クラス替えがあり，新たな人間関係の構築に不安を抱えている生徒がいる現

　　　状を伝え，より良い人間関係構築のために適切な自己開示ができることをねらいとしたＧＷＴを行っ

　　　た。教師がカードを用いた自己紹介の方法を示してから，生徒は二人組を作って活動した。カードは，

　　　青森県に関わる絵柄を取り入れたものを筆者が作成したものである。カードには異なる絵が複数描か

　　　れており，どのカードをペアにしても必ず共通の絵が入っている。そのカードを生徒に１枚ずつ配付

　　　し，互いに自己紹介をしながら，手持ちのカードに描かれている同じ絵を見つけ合う活動を行った。 

　イ　第２回　集団で生活する上で必要なこと（学級活動　学校風土との関連項目：関係性） 

　　　各学級の教室で実施した。 

　　(ｱ) 対人関係ゲーム「かぶっちゃや～よ」（青森県総合学校教育センター，2021） 

　　　　自分とは異なる多様な考え方があることに気付くことをねらいとした対人関係ゲームを行った。ト

　　　イロカード（１０色のカード）を用いて，特定のテーマについて自分がイメージする色が描かれてい

　　　るカードを１枚提示する。提示の際にはその色を選んだ理由も合わせて説明する。４人グループ内で

　　　色が重ならないように考え，生徒それぞれが連想したトイロカードを提示する活動を行った。 

　　(ｲ) 対人関係ゲーム「Ａちゅう村の人々」（「いじめ・不登校を防止する人間関係プログラム，2016」

　　　を筆者が一部改変） 
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　　　　協力して物事を解決することの利点に気付くことをねらいとした。４人グループを作り，それぞれ

　　　に，正しい解答に至るための情報を２０枚のカードに分割して配布した。自分のカードは他のメンバ

　　　ーには見せないことを条件とし，切り離された情報をグループの中で一つにまとめ，正しい解答を求

　　　める活動を行った。 

　ウ　第３回　決まり・ルールの必要性（学級活動　学校風土との関連項目：安全） 

　　　体育館で学年学活として実施した。決まり・ルールはなぜ必要なのかを理解することをねらいとした。 

　　（「社会性と情動の学習（SEL-8S）の進め方　中学校編，2011」を筆者が一部改変 ） 

　　　はじめに４人グループを作り，各グループにトランプを模したカードを配布した。それを用いて全員 

　　が楽しめるゲームを考案するように指示した。活動後の振り返りにおいて，全てのグループが何らかの 

　　ルールを設定したことを共有し，決まり・ルールの必要性を実感させた。次に生徒会規約や服装規定か 

　　ら各グループで気になった規則を一つ取り上げ，なぜその規則が作られたかについて考える活動を行っ 

　　た。授業後の感想としては，「校則は自分が思っているよりも大事だと思った。」，「ルールとはみんな 

　　を幸せにするためのもので，人を縛るものではないと感じた。」などが挙げられていた。 

【積み上げパート：社会科】                                                     

    教科用指導書として「新しい社会　歴史（東京書籍）」を使用した。歴史的分野　第４章　近世の日本 

　２節　江戸幕府の成立と対外政策（配当６時間）を単元として扱った。学習を進めるにあたり，土台パー

　トで学んだ内容を活用して協働的な学習を行ってほしいことを生徒に伝えた。 

　ア　第４回　江戸幕府の成立と支配の仕組み（社会　学校風土との関連項目：関係性） 

  　　小学校で学習した内容と関連付けて，単元を貫く問いを考えることを学習課題とした。安全・安心な

　　風土を醸成する手立てとして，４人グループで主な大名の配置図を見ながら自由に意見を述べる場を設

　　けた。また，自己決定の場を提供する手立てとしては，学習内容を踏まえて，生徒自身が単元を貫く問

　　いを考え，それをロイロノートを使って共有する場面を設けた。共有した意見を見ながら似た意見をグ

　　ループ化するなどして収束させていき，単元を貫く問いを「江戸時代初期はどのような時代であったと

　　言えるだろうか」と設定した。 

　イ　第５回　様々な身分と暮らし（社会　学校風土との関連項目：教えと学び） 

      江戸幕府が長期政権を築くことになった理由を考えることを学習課題とした。自己存在感の感受の手 

　　立てとして，グループ学習における相槌を考える活動を設けた。まず教師が例を示した後で，生徒自身 

　　が思いついた相槌を付箋に記入していく作業を行った。その際，生徒が興味を持ち，より多くの言葉を

　　出せるよう，「ちょこどーなつ」を頭文字にして考えるように伝えた。生徒が考えた言葉として，「超

　　いいね」，「これはすごい」，「ナイス」などがあり，グループ活動の場面で実際に発言していた。作

　　成した語録は教室の壁面に掲示し，授業中に積極的に使うように促した。また，共感的な人間関係形成

　　の手立てとして，シンキングツール「くまでチャート」を使って，学習した歴史的事象のうち，学習課

　　題に対する影響が高いと思われるものから順に並べ替える場面を設けた。 

　ウ　第６回　貿易の振興から鎖国へ（社会　学校風土との関連項目：教えと学び） 

      江戸幕府が途中で外交政策を転換する理由を考察することを学習課題とした。自己決定の場を提供す

　　る手立てとして，鎖国に至る年表を作成する活動を設定した。出来事を時系列で整理することで，転換

　　点となる歴史的事象に気付き，自信をもってその理由をまとめることができることをねらいとした。 

　エ　第７回　鎖国下の対外関係（社会　学校風土との関連項目：教えと学び） 

      鎖国下の日本がどのような外交関係を築いていたのかについて調べることを学習課題とした。自己存

　　在感の感受の手立てとして，鎖国下の対外関係について自分が調べた内容を他の生徒に紹介する場面を

　　設けた。四つの窓口と呼ばれた場所でどのような交流があったのかを調べ，その内容をロイロノートで

　　共有した。自分の意見を他者に見てもらい，評価してもらうことで，自分の考えが誰かの役に立ってい

　　ることを感じさせることをねらいとした。授業後の生徒の感想として，「他の人の意見を聞いて自分に

　　取り入れることは大切だと思った。」，「鎖国について小学校の時より深く考えることができた。」等が挙 

　　げられた。 

　オ　第８回　琉球王国やアイヌ民族との関係（社会　学校風土との関連項目：教えと学び） 

      江戸幕府が琉球王国やアイヌ民族とどのような交流をもっていたのかについて考察することを学習課

　　題とした。共感的な人間関係形成の手立てとして，４人グループになって琉球王国やアイヌ民族との接

　　点が分かる資料を集め，ロイロノートを使って共有する場面を設けた。必要な情報を協力して収集し，

　　互いに認め合うことをねらいとした。 
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　カ　第９回　江戸時代前期のようすをまとめよう（社会　学校風土との関連項目：関係性） 

      今までの学習内容をメモリーツリーとして図示する学習を通して，

　　単元を貫く問いに対するまとめを考えることを学習課題とした。自己

　　存在感の感受の手立てとして，作成したメモリーツリーを生徒同士が

　　見合い，コメントを記入する場面を設定した。コメントの記入には，

　　「いいねカード（図６）」を使用した。多くの生徒から肯定的なコメ

　　ントをもらうことで，自分の考えが誰かに認めてもらえる体験を得る

　　ことをねらいとした。作成したメモリーツリーは，ロイロノートで共

　　有した後，印刷して廊下に掲示した。 

　　　学習終了後の生徒の感想では，「いいねカードでみんなから褒め言

　　葉をもらって嬉しかった。他の人の良い所を見つけるのも楽しい。」， 

　　「歴史に対するイメージが良くなり、好きになれた。」，「授業で学ん 

　　だ相槌を，他の授業やこれからの生活で生かしたい。」等が挙げられた。 

【積み上げパート：特別の教科　道徳】 

    教科用指導書として，「新しい道徳（東京書籍）」を使用した。 

  ア　第１０回　いじめのない世界へ（特別の教科　道徳　学校風土との関連項目：安全） 

　　　自ら責任をもって行動しようとする心情を育むことをねらいとして，いじめた子の心情の変化や，い

　　じめといじりの違いを感じ取る学習を行った。共感的な人間関係形成の手立てとして，いじめといじり

　　の違いについてグループ協議する場面を設けた。他者の意見を聞きながら自身の道徳的価値を深化する

　　ことができるように配慮した。また，自己決定の場を提供する手立てとして，いじめが起こらないよう

　　にするために自分ができることを考える場面を設けた。 

  イ　第１１回　今度は私の番だ（特別の教科　道徳　学校風土との関連項目：関係性） 

      進んで行動しようとする心情を育むことをねらいとして，自分自

　　身がより良い学校生活を営むためにできることを考える学習を行っ

　　た。自己存在感の感受の手立てとして，「いいとこ見つけたカード

　　（図７）」を活用した。（「協力すれば何かが変わる－続・学校Ｇ

　　ＷＴ－，1994」を筆者が一部改変）カードに級友の長所について書

　　き込み，互いに渡し合う活動を通して，自分では気付かない自分の

　　長所に気付くように配慮した。 

　　　授業後の感想として，「お互いの良い所を見つけ、認めることが 

　　できた。」，「互いに支え合う生活をするために、相手のことを考え 

　　て行動することが大切だと分かった。」などが挙げられていた。また， 

　　担任の先生に向けてカードを作成し，それを渡す生徒も見られた。 

【積み上げパート：学級活動】 

    事前調査の結果において，ストレスに関する質問の数値が最も低かったことを受けて，ストレスマネジ

　メントの学習を設定した。学習に先立って，ショートプログラムの第４回と第５回を用いて，ストレスに

　関する基礎知識の学習を行った。 

  ア　第１２回　ストレスの対処法を知ろう（学級活動　学校風土との関連項目：教えと学び） 

　　　各教室で実施した。ストレスに対して適切に対処できる方法を理解することをねらいとして，ストレ

　　スコーピングの学習を行った。（「人間関係スキルアップワークシート，2010」を筆者が一部改変） 

  　(ｱ) ストレスコーピング傾向の理解 

　　　ストレスコーピングの説明をした後，生徒自身のコーピング傾向を知るアンケートを実施した。アン 

　　ケートにはＴＡＣ（コーピングを調べるの原理を簡便化したもの）を用いた。また，八角形のレーダー 

　　チャートで示されたコーピングの例と自分のものを見比べて，その人によってコーピングには得意なも 

　　のや不得意なものがあることを知る学習をした。 

　　(ｲ) 事例検討（こんなとき，どうする？） 

　　　ストレスが生じそうな例題を示し，どのような対応が最も適切な方法か考える活動を行った。生徒の

　　意見はロイロノートを使って共有し，時と場合，その人の個性によって適切な対応や感じ方が変わるこ

　　とに気付けるように配慮した。 

　　(ｳ) 自分ができそうなコーピングについて考える 
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　　　学習のまとめを行った後，これからの生活で自分ができそうなコーピングについて考える活動を設け

　　た。生徒の記述内容からは，「思っていることを紙に書く」，「ペットと触れ合う」，「一人になって 

　　何も考えない時間を作る」等の具体的なコーピングが挙げられた。 

【ショートプログラム：学年朝会（１０分）】 

　ア　第１回　みんなで自己紹介をしよう（学校風土との関連項目：関係性） 

      安心して自己開示をするために，話しやすい空気を作ることをねらいとした。土台パート１で使用し 

　　た自己紹介カードを使用して，二人組で自己紹介をし合う活動を設定した。生徒がより意欲的に活動で

　　きるよう，共通する絵柄を先に見つけたらそのカードを獲得できるというルールを追加した。また，生

　　徒が安心感をもって活動できるよう，カードがなくなった場合は授業者から再び得られることも伝えた。 

　　そのことが援助希求要請の練習にもなり得ることも合わせて伝えた。　　 

　イ　第２回　仲間との適切な関わり方を考えよう（学校風土との関連項目：関係性） 

      自分の意見を肯定的に受けて止めてもらう活動を通して，安心して自己表現ができることをねらいと 

　　した。（「学校再開スタートプログラム2021，2021」を筆者が一部改変） 

　　　二者択一のテーマを示し，自身が選んだ理由と合わせて紹介し合う活動を行った。４人グループを形

　　成し，メンバーが述べた意見を共感的に聞くことの大切さを伝えてから活動させた。 

　ウ　第３回　学級の団結力を高めよう（学校風土との関連項目：関係性） 

      学級単位で活動し，集団で物事を成し遂げることの大切さに気付くことをねらいとした。生徒には無 

　　作為に１～３０までの数字を配布し，番号順に一つの輪を作るように指示をした。その際に無言で行う 

　　ことを条件として追加した。輪が形成されるまでの時間を計り，活動後に紹介した。時間の早さが学級 

　　の優劣を競うものではないことを事前に確認した上で，活動を行った。 

　エ　第４回　ストレスについて考えよう①（学校風土との関連項目：教えと学び） 

      ストレッサーとストレス反応が何か理解することをねらいとした。（「ストレスマネジメント　フォ 

　　ザ　ネクスト，2017」を筆者が一部改変） 

　　　ストレッサー（ストレスの原因）によって，良くも悪くも心や体が反応することがストレス反応であ 

　　ることを学習した上で，１５の質問項目から成るストレスチェックを行った。その結果を集計して個人 

　　票を作成し，全生徒に配付した。 

　オ　第５回　ストレスについて考えよう②（学校風土との関連項目：教えと学び） 

      認知の仕組みに気付き，同じ出来事でも自身の捉え方によって違う感情になることがストレス対処法

　　の一つになることに気付くことをねらいとした。（「ストレスマネジメント　フォ　ザ　ネクスト， 

　　2017を筆者が一部改変」） 

　　　出来事－認知－感情の法則があることを説明した上で，具体的な事例をもとにどのような認知が適切 

　　かを考える学習を行った。授業後の生徒の感想では，「様々な出来事は，考え方を変えるだけで良いス 

　　トレスにも悪いストレスにもなることが分かった。」，「人のせいにするより，まず自分を見つめ直すこ 

　　とが大切だと気付いた。」等が挙げられた。 

　カ　第６回　仲間との絆を深めよう（学校風土との関連項目：関係性） 

      グループアプローチを通して，仲間と共に活動することの利点に気付くことをねらいとした。二人組

　　になり，授業者が読み上げる文章の中に出てくる特定の単語に反応するゲームを行った。特定の単語が

　　出てきたら，一方が相手の手を挟み，もう一方が挟まれないように回避するというルールを教師から伝 

　　え，途中で役割を交代しながら活動した。 

　キ　第７回　学校をより良い雰囲気にするために（学校風土との関連項目：関係性） 

      これからの学校生活をより良いものにすべく，生徒自身で何ができるかを考える力を育むことをねら

　　いとした。４人グループを作り，今の学校がより良い雰囲気になるために，自分たちができそうな案を

　　出し合う活動をした。出された案はロイロノートを使って共有した。その後，主な意見を印刷して廊下

　　に掲示した。                                                                         

 

６　検証結果 

(1) 日本学校風土尺度 

  　プログラム実施後，生徒の学校風土に対する印象がどのように変容したかを調べるために，４月に事前 

　調査，７月に事後調査を実施した。全ての尺度に回答した７１名をWilcoxonの符号付順位検定で分析した 

　結果を表２，表３，表４，表５に示す。　 
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　　尺度全体の平均値において，全体は4.15→4.14，男子は4.27→4.22，女子は4.02→4.05と変化したが，

　有意差は見られなかった。観点別に見ると，「安全」の平均が全体は4.07→3.93と変化し，有意傾向のあ

　る減少を示した。男子は4.14→4.01，女子は4.00→3.85と変化したが，有意差は見られなかった。また，

 　「環境」の平均が全体は3.87→4.01と変化し，有意傾向のある増加を示した。男子は3.93→4.00，女子は

 　3.81→4.03と変化し，女子において有意な増加と認められた。また，下位項目である「地域・保護者」の

 　平均において，全体は3.75→3.97と変化し，有意な増加と認められた。男子は3.88→4.01，女子は3.63→

 　3.93と変化し，女子において有意な増加と認められた。

 　　個別の質問項目で見ると，全体において有意な増加を示したものは「この学校では、イライラしても、

 　上手に気分転換したりストレス解消したりする方法を学んでいる（3.55→3.85）」，「この学校の保護者

 　は、児童生徒の様子について先生と話している（3.73→4.03）」の２項目であった。有意な減少を示した

 　ものは，「この学校の先生は、いじめなどをしっかりと注意してくれる（4.49→4.17）」，「この学校の

 　決まりは、だれに対しても公平だ（4.17→3.97）」，「この学校の授業は楽しい（4.07→3.83）」の３項

 　目であった。男子において有意な増加を示したものは見られなかった。有意な減少を示したものは，「こ

 　の学校の先生は、いじめなどをしっかりと注意してくれる（4.53→4.17）」，「この学校の児童生徒は、

 　一人一人のちがいを大事にされている（4.53→4.19）」の２項目であった。女子において有意な増加を示

 　したものは，「この学校では、イライラしても、上手に気分転換したりストレス解消したりする方法を学

　んでいる（3.20→3.69）」，「この学校の保護者は、児童生徒の様子について先生と話している（3.60→

　4.00）」の２項目であった。有意な減少を示したものは見られなかった。                            

(2) 不登校傾向尺度 

　　プログラム実施後，生徒に内在する不登校傾向心理がどのように変容したかを調べるために，４月に事 

　前調査，７月に事後調査を実施した。全ての尺度に回答した７１名をWilcoxonの符号付順位検定で分析し 

 　た結果を表６，表７に示す。
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 　　尺度全体の平均値において，全体は2.07→2.05，男子は1.98→1.90，女子は2.18→2.20と変化したが，

 　有意差は見られなかった。因子別に見ると，「遊び・非行に関連する不登校傾向」の平均値において，全

 　体は2.30→2.21と変化し，有意傾向のある減少を示した。男子は2.38→2.17，女子は2.21→2.25と変化し，

 　男子において１％水準で有意な減少と認められた。

　　個別の質問項目で見ると，全体において有意な増加を示したものは，「夜遅くまで遊んでいて学校に行

　くのがつらいと思うことがある（1.68→1.86）」の１項目であった。有意な減少を示したものは，「学校

　や自分の家で仲の良い友だちと過ごすより、友だちの家で過ごす方が楽しい（2.55→2.31）」，「学校に

　行かず、家で友だちと遊んでいたい（2.58→2.34）」の２項目であった。男子において有意な増加を示し

　たものは見られなかった。有意な減少を示したものは，「学校や自分の家で仲の良い友だちと過ごすより、

　友だちの家で過ごす方が楽しい（2.67→2.25）」，「学校に行かず、家で友だちと遊んでいたい（2.58→

　2.22）」の２項目であった。女子において有意な増加を示したものは，「夜遅くまで遊んでいて学校に行

　くのがつらいと思うことがある（1.54→1.80）」の１項目であった。有意な減少を示したものは見られな

 　かった。

 

(3) 日本学校風土尺度と不登校傾向尺度との相関関係 

　　生徒が感じる学校風土と不登校傾向心理との関連性を調べるため，日本学校風土尺度と不登校傾向尺度

　の相関関係について調べた。両尺度全体のSpearmanの相関順位係数は -.544（p ＜ .01）を示し，有意な

　負の相関関係が認められた。それを受けて，両尺度全体の散布図を作成した。その結果を図８に示す。 
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　　両尺度の線形近似を求めたところ，y=-0.2446x+58.988 （R2 = 0.2761）を示した。 

　　日本学校風土尺度の結果が全体の欠席日数や早退日数に有意な影響を与えているという先行研究を受け，

　不登校傾向尺度と全体の欠席日数，遅刻日数，早退日数との相関関係について検証した。日数として，検

　証授業を実施した期間である５６日を適用した。不登校傾向尺度の尺度全体と欠席日数とのSpearmanの相

　関順位係数は.319（p ＜ .01）を示した。同尺度全体と遅刻日数においては，r=.292（p ＜ .01）を示し

　た。同尺度全体と早退日数においては，r=.370（p ＜ .01）を示し，いずれの日数においても有意な正の

　相関関係が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 生徒への事後アンケート 

　　全プログラム終了後の７月上旬，生徒自身の気付きや成長を実感したこと，今後の生活に生かせそうな

　こと等について，自由記述でのアンケート調査を行った。回答を得た７１名分の全文章について，ユーザ

　ーローカルＡＩテキストマイニング（株式会社ユーザーローカル）を使用して分析を行った（図９）。そ

　の結果「ストレス」という語句の出現数が最も多かった。また，「分かる」，「できる」，「いかす（生

　かす・活かす）」等の肯定的な言葉が多く示された。 

　　感想の一例として，「ストレスについてしっかり学習できたからこれを生かしていきたい」，「人と関

　わることの楽しさと必要についてより詳しく考えることが出来た」，「どの授業の内容も今後に役に立つ

　ものばかりなので，全部活かせそうだと気付いた」等があった。 

(5) 教師への事後アンケート 

　　プログラム実施後の７月下旬，生徒の変容について尋ねるべく，全教職員を対象に自由記述でのアンケ

　ート調査を行った。アンケートの提出は任意とし，Googleフォームで回答を求めた。対象学年の担当教員

　を中心に，１５名の教職員から回答を得られた。その結果を表８に示す。 
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　　得られた回答をカテゴリー化して分析したところ，生徒の変容に大きく影響を与えたプログラムとして，

　「Ａ：人間関係構築（60.0％）」，「Ｃ：協働（53.3％）」，「Ｆ：ストレスマネジメント（53.3％）」

　があった。また，「不登校傾向の生徒もプログラムに参加できた。」，「不登校傾向の生徒が少しずつ登校　

しようとする意思が見られた。」等といった，不登校傾向生徒の二次支援に結びつくような感想も得られた。 

 

７　考察 

    本研究では，中学校２年生を対象として，より良い学校風土構築プログラムの作成・実践を通して安心

　できる学校風土を醸成することが，不登校の予防的支援に有効であるかどうかについて検証した。 

  　尺度調査の結果から，日本学校風土尺度の「環境」観点の下位項目である「地域・保護者」において， 

　有意な向上が見られた他，ストレスマネジメントに関わる項目において有意な向上が見られた。また，不

　登校傾向尺度において，「遊び・非行に関連する不登校傾向」因子の個別の質問項目で有意な減少が見ら

　れた上，男子においては同因子において有意な減少が示された。さらに，両尺度全体に有意な負の相関関

　係があることも示されたことから，生徒が学校風土を肯定的に捉えていることが，生徒自身の内面にある

　不登校傾向心理の低減につながることを示唆していると言える。加えて，不登校傾向尺度と欠席日数，遅

　刻日数，早退日数にも有意な正の相関関係があることが示されたことから，「遊び・非行に関連する不登

　校傾向」因子の低減が実際の欠席日数等に有意な影響を与えていることを示唆していると言える。これら

　のことから，本プログラムの作成と実践は，不登校の予防的支援に一定の効果があることが認められた。 

　　その要因として，事前調査の結果を踏まえて授業を展開したことで，生徒の実態に沿った学習を行うこ

　とができたことが考えられる。特に，事前調査の結果で特に低い項目であった，ストレスマネジメントに

　関わる学習を土台パートで行ったことで，事後調査において有意な向上が見られた。これは，生徒自身が

　本プログラムを通して「何となく」感じていた不安感や不快感等について意識化することができ，コーピ

　ング法を中心に普段の生活に生かそうとする心理が醸成された結果ではないかと推察される。 

　　また，研究員通信の発行を通して，本プログラムの内容を保護者

　に周知したことで，学校の教育活動への理解を助長したことが「環

　境」観点における有意な向上に繋がったと考えられる。 

　　教職員を対象とした事後アンケートにおいて，「研究員通信で学

　校の様子や学習内容を知ることができるため、他にどのようなこと

　を学校でしているのか保護者に聞かれることが増えた。」という意見

　が見られたことからも，通信の発行が保護者とのより良い関係性の

　向上に一定の効果があったと推察される。 

　　さらに，日本学校風土尺度における，上述に関連する質問項目に

　ついて，有意な正の相関関係にあることが示された（表９）。この 

　ことから，ストレスマネジメントに関する学習を中心に，生徒がプログラムの学習を通して学んだことを

　保護者に伝えたり，保護者が研究員通信を読んでその内容を知ったりしたことで，生徒だけでなく保護者

　にとっても安心できる学校風土の醸成がされていったと考えられる。表９の結果から，これは女子におい

　て顕著であったと言える。 

　　一方で，日本学校風土尺度の「安全」観点に関する二つの質問項目において，有意な減少が見られた。

　このことについては，積み上げパート第１０回の学習を通して，自分たちの行動を深く省察する生徒が増

　加したことが一因ではないかと推察される。同授業後の生徒の感想には，「自分がやった行動は，良かっ

　たのか悪かったのかを見極めることが大事だと分かった」，「自分がいじめだと思っていなくても，相手

　の捉え方や感じ方でいじめにつながってしまうことが分かった。」，「もしかしたら，自分もいじり過ぎて 

　いる時があったかもしれない。」等が挙げられていた。生徒が安全・安心だと感じることができる雰囲気を 

　作っていくためにも，生徒の実態把握や変容の見取りと，継続した指導が必要である。 

 

Ⅳ　研究のまとめ 

  本研究の目的は，中学生を対象に，より良い学校風土構築プログラムを作成し，実践することで，安心で

きる学校風土を醸成することが，不登校の予防的支援に有効であることを明らかにすることであった。 

　そこで，本研究では，学校風土を可視化することと，生徒が学校で過ごす時間が最も長い授業を改善する

ことを通して，生徒が安心できる学校風土の醸成を試みた。学校風土の可視化のため，「子どもみんなプロ

ジェクト」の中で開発された日本学校風土尺度に着目し，事前調査で得られた特徴等を踏まえつつ，より良
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い学校風土構築プログラムを作成し，中学校２年生を対象に実践した。 

　その結果，日本学校風土尺度の「環境」観点の下位項目である「地域・保護者」において，有意な向上が

見られた他，不登校傾向尺度において，「遊び・非行に関連する不登校傾向」因子に関わる個別の質問項目

で有意な減少が見られた。また，両尺度全体に有意な負の相関関係が示されたことからも，生徒が学校風土

を肯定的に捉えていることが，生徒の内面にある不登校傾向心理の低減に繋がる可能性を示唆する結果とな

った。さらに，不登校傾向尺度と欠席日数，遅刻日数，早退日数にも有意な正の相関関係があることが示さ

れたことから，「遊び・非行に関連する不登校傾向」因子の低減が実際の欠席日数等に有意な影響が与えて

いることを示唆する結果となった。 

　以上のことから，本プログラムを作成し，実践することが，研究協力校の対象生徒にとって，安心できる

学校風土の醸成につながり，それが不登校の予防的支援として一定の効果があることが示唆された。 

　最後に，本研究の課題について述べる。一つ目は検証期間の短さである。本プログラムでは，全１３時間

と，全７回（各１０分）のショートプログラムという，限られた時数の中での実施であった。欠席日数，遅

刻日数，早退日数についても５６日という限られた範囲での検証であった。不登校の予防的支援という観点

から見ても，より長期的な視点での検証を行うことで，さらに精緻な結果が得られるものと考える。 

　二つ目は，生徒に関する学力面からの実態把握が不十分であったことである。本プログラム終了後の生徒

アンケートや教職員アンケートには，「内容が難しかった部分があった。」という趣旨の記述が挙げられてい 

た。このことからも，知能検査や学習状況調査等の結果分析を踏まえた授業プログラムを構築することで，

より高い効果が得られたのではないかと考える。 

　三つ目は，対象範囲に関するものである。本研究では，中学校２年生を対象として研究を行ってきたが，

学校風土を醸成するという視点で見ると，全校を対象にしたプログラムの作成と実践がより効果的であった

と考える。ただし，限られた期間や対象の中でも一定の効果が得られたことは，今後，研究協力校以外にお

いても活用できる部分であると考える。 

　最後に，本研究を進めるにあたり，御協力くださった研究協力校の校長先生はじめ先生方に深く感謝申し

上げます。 
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